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推論アルゴリズム (M 1 S) を用いることによって，教材に依存しないモデル生成機構を実現している。
さらに，モデル表現に論理型フ。ログラミング言語 Prolog を用い，教材や学生の理解に含まれるメタ知

















測する帰納手続きとみなし，一般的な帰納推論アルゴリズム (M 1 S) を用いることによって，教材に
依存しないモテソレ生成を行う帰納推論能力を持つ知的CAI システムのフレームワークを与えている。
さらに，本フレームワークでは，モデル表現に論理型フ。ログラミング言語 Prolog を用い，教材や学生
の理解に含まれるメタ知識を扱えるようにしている。フレームワークの汎用性は， Prolog プログラミ
ング教育システムと化学反応教育システムの二つの知的CAI システムを本フレームワーク上に構築す
ることによって確認されている。このうち， Prolog プログラミング教育システムにおいては，プログラ
ミング言語の習得に必要な学習の二面性を考慮し，対話型教授と環境型学習を行えるようにしている。
以上のように，本論文は知的CAI における学生モデル生成に新しい知見を与え，計算機支援型教育ひ
いては情報工学の発展に大きく寄与したものとして，博士論文に値すると認められる。
つ
'u
? ?Aせ
